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新たなものづくりシステムの概要
～ JST/CRDS「次世代ものづくり」提案より～

• 共通基盤として、マーケティング、製造、サービス提供の３つの機能が必要（マーケティング、製造につい

ては、イノベーション総合戦略2015で言及されている）

• 超スマート社会を見据えたシステムレベルの課題として、「サービス提供」を加えると価値共創のループ

がつながる。
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３．ユーザニーズへの

ジャスト・イン・タイムで
の対応

２．多様な機器・プレイヤーが
つながるものづくりシステム

１．個々のユーザ理解に基づく
新たなマーケティング

注：システムレベルでの
課題（追加の提案）

潜在的ニ－ズ
の探索 等

サプライチェ－ンシ
ステムのＰＦＭ構築

注：イノベ-ション総合戦
略2015の対象領域

出典：JST/CRDS戦略プロポーザル「次世代ものづくり～高付加価値を生む
新しい製造業のプラットフォーム創出に向けて～」（2016年1月発行）

革新的な生産技術
の開発
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効率的な保守
タイミングの設定、
タイムリーな保守
部材の提供

必要な材料の
要求、ニーズに応
えた材料の提供
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目的地までバリア
フリー移動

エネルギー需給
の効率化、クリーン
エネルギーの
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複数システムの連携･
統合により得られる新し

い価値の例

〔測位・認証等の既存システムも活用〕

超スマート社会が生み出す価値（例）
○人とロボット・ＡＩとの共生の実現 ○カスタマイズドサービスの実現
○潜在的ニーズを先取りしたサービスの提供 ○サービスの格差の解消

○新たなバリューチェーンの社会実装による産業の創出

ドメインを超えた新サービスのデザイン

出典：内閣府CSTI

ものづくりにおける「新サービス」
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必要な施策（案）

1. 個々のユーザ理解に基づく新たなマーケティング

– 各省において、脳科学、センシング等に係る基礎研究が進められている。

– 基礎研究の成果を、サービス・システムデザイン等の人文社会科学等の理論との連携に基づき統合

化、実用化に向けた研究を行う仕組みが必要では？

2. 多様な機器・プレイヤーがつながるものづくりシステム

– ロボット革命イニシアチブ協議会（IoTによる製造ビジネス変革WG）やIndustrial Value Chain Initiative

（IVI）等において、システムや国際標準化に係る検討が進められている。

– IoTラボをはじめとする関連施策との連携で十分か、民の自主的な取組を促す仕組みと併せ要検討。

3. ユーザーニーズへのジャストインタイムでの対応／新サービスのデザイン

– 各ドメインを超えたサービス連携についての構想（デザイン・プラットフォーム創出を含む）が必要。

（システム基盤技術協議会で検討開始？）

– 上記１、２の成果を取り込みつつ構想の実現化を目指す実証プロジェクトの推進

4. 上記１～３が有機的に連携可能となる仕組みや次世代人材の育成・確保
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